
 

 

 

昨年 11 月に実施いたしました教育アンケートにご協力をいただき、ありがとうございました。皆様から頂

いたご意見を基に、今年度の振り返りを行い、来年度の教育活動に生かしてまいります。引き続き、ご理解と

ご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 

保護者アンケート結果【回答 ３０４家庭 回答率６６％】 表の数値は％ 

Ｑ１ お子さんは学校を楽しいと感じている。 

A B C D E 

５８ ３７ ３ １ １ 
 

Ｑ２ お子さんは学習内容を理解している。 

A B C D E 

４０ ５３ ３ ２ ２ 
 

 

Ｑ３ 学校は、お子さんが主体的に学習に取り組め 

るような指導の工夫を行っている。 

A B C D E 

２６ ５５ ４ １ １４ 
 

 

Ｑ４ 学校は学習者用コンピュータを効果的に活用して

いる。 

A B C D E 

２２ ４７ １０ ２ １９ 
 

 

Ｑ５ 学校は地域の人材、施設を効果的に活用して 

いる。 

A B C D E 

３３ ５１ ４ ２ １０ 
 

 

Ｑ６ お子さんは自分から挨拶している姿が見られる。 

A B C D E 

２５ ５２ １４ ２ ７ 
 

 

Ｑ７ お子さんは学校や社会のルールをしっかり守ろ

うとしている。 

A B C D E 

４９ ４５ ４ １ ２ 
 

 

Ｑ８ お子さんのよいところを褒め、励ましている。 

 

A B C D E 

４５ ５１ ２ ０ ２ 
 

 

Ｑ９ 学校はいじめや問題行動の未然防止や早期発見

に努め、問題に早期対応している。 

 

A B C D E 

２１ ４６ ４ １ ２８ 
 

 

Ｑ10 学校はスクールカウンセラーや相談員を活用し

たり、全員面談日を設けたりして、相談しやすい

環境を整えている。 

A B C D E 

３２ ６０ ３ １ ４ 
 

 

Ｑ11 学校は運動に親しみ、体を鍛える指導を行って

いる。（体育・休み時間等） 

A B C D E 

３０ ４９ ９ ２ １０ 
 

 

Ｑ12 学校は教育目標や教育活動について、学校 HP や学

校だよりなどで、分かりやすく発信している。 

A B C D E 

３３ ５９ ３ ２ ３ 
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保護者アンケートの結果より 

 

◆Ｑ３「学校はお子さんが主体的に学習に取り組めるような指導の工夫を行っている。」について、肯定的

回答が 80％あったものの、「わからない」と回答した方も 13％程度いました。 

本校では今年度、「自他の考えを認め合う児童の育成」を目指し、児童同士や教師との対話を通して、

多様な意見や価値観を認め合えるような授業づくりを進めてきました。今後は更に、授業や子供たちの

様子を保護者や地域の皆様に伝えられるよう、学校公開や保護者会はもちろん、学校便りやホームペー

ジなどで積極的に発信していきます。 

 
◆Ｑ９「学校はいじめや問題行動に適切に対応している。」では、「そう思う」「どちらかと思えばそう思う」

の回答が合わせて 67％（昨年度 56％）、「どちらかと言うとそう思わない」「思わない」の回答が合わせ

て５％（昨年度８％）と、肯定的な回答が増加しました。また「わからない」の回答が 28％（昨年度 36％）

と減少しました。今年度は、保護者会などでもいじめ未然防止や早期解決に対する本校での取組などを

発信しましたが、今後も様々な方法で発信をしていきたいと思います。 

 

◆Ｑ11「学校では運動に親しみ、体を鍛える指導を行っている。」では、肯定的な回答が 80％でした。た

だ、「校庭遊びが少ない。」とのご意見もありました。そこで３学期から、これまで休み時間は３学年ず

つで校庭遊びを行っていたものを、４学年ずつに増やしました。そうすることで遊ぶ回数がおよそ 1.5

倍に増えました。遊んでいる様子を見ても、４学年までなら子供同士がぶつかることなく安全に遊ぶこ

とができています。 

 

 

 

 
【保護者の方の声から】 

☆自由記述欄にもたくさんの方にご記入いただきました。ご意見は来年度以降の教育活動に反映さ 
せていきます。ここでは、主なご意見・ご質問にお答えします。 
 

○水泳指導で使用する水着について、無地の黒や紺色を推奨しているのはなぜか？ 
⇒ゼッケンがはっきり見える、装飾がなくコースロープ等に引っ掛からない、身体の動きが見やすく指導

しやすい、児童の集中力を妨げないなど安全や指導上の理由で、黒や紺色の水着を推奨しています。 
 
○個人面談は、オンラインで参加できるようにならないか。 
⇒教師と保護者が対面で話す機会を大切にしたいと考えています。来年度からは、仮設校舎を使用するた

め駐輪場の確保が難しく、保護者の来校は基本徒歩となります。そのため、やむを得ない事情がある場
合は、オンラインでの面談もできるようにしたいと考えています。 

 
○学校だよりは紙でも欲しい。 
⇒学校だよりは、校支援アプリや HP での配信の他、本校事務室横の掲示フォルダーに紙でも用意してい

ます。必要な場合は、お子さんを通してご自由にお持ちください。 
 
○学校だよりの学年の持ち物の記載が分かりにくい。スケジュールを早く知りたい。 
⇒学年の持ち物については、分かりやすい記載を心掛けます。ご不明な点がありましたら、担任、または

学年教員にお問い合わせください。月ごとのスケジュールについては、学校だよりの行事予定や HP の
年間行事予定をご確認ください。各学年のイベントのお手伝い募集などは、別途お手紙等で早めに連絡
します。 

 

 



 児童ンケート結果 【回答 ５７６名】 

 

Ｑ１ 学校は楽しい。 

 

A B C D 

４４ ４５ ９ ２ 
 

Ｑ２ 授業では、自分で学習のしかたを選んだり 

工夫したりしている。 

A B C D 

２３ ５８ １６ ３ 
 

 

Ｑ３ 自分からすすんで考え、伝えたり行動したり 

している。 

A B C D 

３０ ４７ ２０ ３ 
 

 

Ｑ４ 友達と協力しながら学習したり、活動したりして

いる。 

A B C D 

４８ ４０ １０ ２ 
 

 

Ｑ５ 学習者用コンピュータはルールを守り、 

学習に役立つように使っている。 

A B C D 

４７ ４４ ７ ２ 
 

 

Ｑ６ だれにでも自分からすすんであいさつしている。 

 

A B C D 

４１ ４１ １５ ３ 
 

 

Ｑ７ 社会ルールや学校の決まりを守っている。 

A B C D 

３８ ５２ ８ ２ 
 

 

Ｑ８ 友達の嫌なことやいじめはしていない。 

A B C D 

５４ ３８ ５ ３ 
 

 

Ｑ９ 困ったときに相談できる大人がいる。 

（おうちの人・先生・スクールカウンセラーなど） 

A B C D 

５３ ３６ ７ ４ 
 

 

Ｑ10 すすんで体を動かしたり、運動したりしている。 

A B C D 

５４ ３０ １２ ４ 
 

 

Ｑ11 係や当番の仕事にしっかり取り組んでいる。 

A B C D 

５２ ３７ ９ ２ 
 

 

Ｑ12 自分にはよいところや得意なことがある。 

A B C D 

６２ ２８ ９ １ 
 

 

Ｑ1３ だれにでもやさしくしたり、互いに助け合 

ったりしている。 

A B C D 

４０ ４９ ９ ２ 
 

 

 

 

児童アンケートの結果より 

 

児童の結果は全体として、昨年度より肯定的な回答の割合が高くなっています。Q３、Q8、Q12 は、５％以

上肯定的な割合が上昇しました。開校 70 周年に関連した様々な行事や教育活動をはじめとし、授業や学級活動、

委員会活動等で、児童のアイディアを生かした主体的な取組を促したことや、子供同士の対話を大事にした授

業づくりを重ねてきたこと、いじめ未然防止のための様々な取組や全学年で実施した理解教育の授業の成果だ

と考えています。一方で、「学校は楽しい」に 11％の児童が否定的な回答をしていることや、Q６「自分からす

すんで挨拶する」の肯定的な回答が下がったことなどは、具体策を講じて改善に努めてまいります。 
 

【児童の声から】 
○学校ってなんだかんだいって楽しい。 
○学校の課題にもっと真剣に取り組んでいきたい。 
○みんなでもっと大きい声で挨拶したい。 
○最近、また全体的にからかいが多くなってきている

から、気を付けた方がいいと思う。 
○もっと仲良くして、友達をたくさんつくりたい。 

 



開かれた学校づくり協議会委員アンケート結果【回答 １２名】 

Ｑ１ 学校は子供が主体的に学習に取り組めるような 

授業の工夫を行っている。 

A B C D E 

６７ ３３ ０ ０ ０ 
 

Ｑ２ 学校は学習者用コンピュータを子供たちの学校 

生活の中で効果的に活用してる。 

A B C D E 

３３ ５９ ０ ０ ８ 
 

 

Ｑ３ 学校は地域の人材や地域の施設を活用した教育 

活動を行っている。 

A B C D E 

６７ ２５ ０ ０ ８ 
 

 

Ｑ４ 子供たちは自分からすすんで挨拶をしている。 

 

A B C D E 

２５ ５８ １７ ０ ０ 
 

 

Ｑ５ 子供たちは学校や社会のルールをしっかり守 

ろうとしている。 

A B C D E 

４２ ５８ ０ ０ ０ 
 

 

Ｑ６ 学校はいじめや問題行動の未然防止や早期発見に

努め、問題に早期に対応している。 

A B C D E 

７５ ２５ ０ ０ ０ 
 

 

Ｑ７ 学校はスクールカウンセラーや相談員を活用 

したり全員面談を設けたりして、相談しやす 

い環境を整えている。 

A B C D E 

６７ １７ ８ ０ ８ 
 

 

Ｑ８ 学校は体育の授業や休み時間を活用して、運動に

親しみ、体を鍛える指導を行っている。 

 

A B C D E 

５８ ２５ ０ ０ １７ 
 

 

Ｑ９ 学校は教育目標や教育活動について、学校ＨＰや

学校だよりなどで、分かりやすく発信している。 

A B C D E 

７５ ２５ ０ ０ ０ 
 

 

 

開かれた学校づくり協議会アンケートの結果より 

 

 

 

 

 
 
 

【開かれた学校づくり協議会委員の声から】 

○児童は 70 周年記念行事において、自分の役割に責任をもって生き生きと活動していた。 
○いつも青少協など地域の活動に協力していただきありがとうございます。 
○まだ知らないことも多いので、積極的に知ろうと思います。 

 全体として、学校の教育活動に肯定的な評価をいただきました。一方で子供たちの挨拶については、他の設

問と比べると「どちらかといえばそう思わない」という回答が多くなっています。 
来年度の仮設校舎移転に伴い、バスによる通学が始まったり、通学路が変わったりする中で、地域の方や保

護者の方にこれまで以上に児童の安全の見守っていただく機会が増えると考えています。そのため、子供たち

にも「挨拶をすること」の大切さをくり返し伝えていきたいと思います。ご家庭でも、話し合う機会をもって

いただければと思います。Q7 や Q8 については、「わからない」との回答もあることから、学校からの発信の

仕方の工夫が一層必要であると考えます。 


